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学 会 等 発 表 実 績 

     
委託業務題目「難治性乳癌のＥＲ非依存性病態の解明に基づく新規治療法の開発基盤研究」 

 
機関名；東京医科歯科大学難治疾患研究所 徳島大学疾患プロテオゲノム研究センター 

     聖マリアンナ医科大学大学院医学研究科 大阪大学大学院医学系研究科 
 

      東北大学大学院医学系研究科 
   

     
１．学会等における口頭・ポスター発表 

   
発表した成果（発表題目、口頭・

ポスター発表の別） 
発表者氏名 

発表した場所 

（学会等名） 

発表した時

期 

国内・

外の別 

A novel AKAP protein, BIG3 

coodinates estrogen signaling 

pathways in breast cancer cells. 

Toyomasa Katagiri 

11th International 

Conference on 

Protein 

Phosphatase 

2014 年11 月 国内 

新規エストロゲンシグナル制御

分子 BIG3 による新たながん抑

制因子 prohibitin2 の機能喪失機

構の解明 （口頭発表） 

片桐 豊雅, 吉丸 哲郎, 小

松 正人  

第 87 回日本生化学

学会大会  
2014 年10 月 国内 

トリブルネガティブ乳癌における

癌抑制遺伝子 BCLR1 の発現低

下について （ポスター発表） 

宮川 義仁, 小松 正人, 清

谷 一馬, 吉丸 哲郎, 笹 三

徳, 三好 康雄, 片桐 豊雅 

第 73 回日本癌学会

学術総会, 
2014 年 9 月 国内 

悪性度の高いトリプルネガティブ

乳癌における核内

19S-proteasome 関連遺伝子

(nPAG1)の役割（口頭発表） 

小松 正人, 吉丸 哲郎, 尾

野 雅哉, 松尾 泰佑, 清谷 

一馬, 三好 康雄, 笹 三徳, 

片桐 豊雅 

第 73 回日本癌学会

学術総会, 
2014 年 9 月 国内 

エストロゲン受容体制御分子

BIG3 を標的とした新規 ER 陽性

乳がん治療法の開発（口頭発

表） 

吉丸 哲郎, 小松 正人, 三

好 康雄, 笹 三徳, 片桐 豊

雅 

第 73 回日本癌学会

学術総会, 
2014 年 9 月 国内 

がん特異的糖転移酵素による小

胞体ストレス応答の恒常的活性

化を標的とした新規創薬開発

（口頭発表） 

片桐 豊雅 
第 73 回日本癌学会

学術総会, 
2014 年 9 月 国内 

がん特異的糖転移酵素による小

胞体ストレス応答の恒常的活性

化を標的とした新規創薬開発

（口頭発表） 

大豆本 圭, 小松 正人, 吉

丸 哲郎, 上原 久典, 布川 

朋也, 金山 博臣, 片桐 豊

雅 

第 73 回日本癌学会

学術総会, 
2014 年 9 月 国内 

乳癌細胞における癌抑制分子

PHB2 のエストロゲン依存性核

内移行機構の解明 （ポスター

金 南希, 吉丸 哲郎, 小松 

正人, 松尾 泰佑, 笹 三徳, 

片桐 豊雅 

第 74 回日本癌学会

学術総会, 
2014 年 9 月 国内 
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発表） 

包括的ゲノム解析を通じたトリプ

ルネガティブ乳がんの分子特性

（口頭発表） 

片桐豊雅 
第 22 回日本乳癌学

会学術総会 
2014 年 7 月 国内 

トリプルネガティブ乳癌における

プロテアソーム構成因子のプロ

テアソーム活性非依存的な役割

（口頭発表） 

小松 正人, 吉丸 哲郎, 松

尾 泰佑, 片桐 豊雅  

第 18 回日本がん分

子標的治療学会学

術集会 

2014 年 6 月 国内 

エストロゲン受容体制御分子

BIG3 を標的とした新規 ER 陽性

乳がんの治療法の創製（口頭発

表） 

吉丸 哲郎, 小松 正人, 松

尾 泰佑, 片桐 豊雅  

第 18 回日本がん分

子標的治療学会学

術集会 

2014 年 6 月 国内 

BIG3-PHB2 Interaction is a key 

therapeutic target in 

Iuminal-type of breast cancer

（ポスター発表） 

Toyomasa Katagiri, Tetsuro 

Yoshimaru, Masato Komatsu 

and Taisuke Matsuo 

Amerian 

Association for 

Cancer Research 

(AACR) Annal 

Meeting  

Apr. 2014. 国外 

BRCA1 の新規クロマチン結合機

構を標的としたがん治療戦略

（口頭） 

太田智彦 
第 15 回ホルモンと

癌研究会 
2014 年 7 月 国内 

BRCA1 の新規 DNA 損傷応答メ

カニズムを標的とした治療戦略

（口頭） 

太田智彦 
第 22 回日本乳癌学

会学術総会 
2014 年 7 月 国内 

BRCA1 の DNA 損傷応答とヒスト

ン修飾（口頭） 
太田智彦 

第 19 回日本病態プ

ロテアーゼ学会学

術集会 

2014 年 8 月 国内 

ATM-dependent but 

RNF168-independent 

BRCA1/BARD1 retention at 

sites of DNA damage（ポスター） 

Tomohiko Ohta, Hiroyuki 

Nishikawa, Anna S. 

Sedukhina, Takayo Fukuda, 

Wenwen Wu 

Benzon Symposium 

No 60 - Nuclear 

Regulation by 

Ubiquitin 

2014 年 8 月 国外 

Therapeutic strategy targeting 

the mechanism of BRCA1 

retention at DNA damage sites 

via a histone modification.（口頭） 

太田智彦 
第 73 回日本癌学会

学術総会 
2014 年 9 月 国内 

HP1 amma mediates BARD1 

retention on Lys9-dimethylated 

histone H3 at sites of DNA 

damage（ポスター） 

Tomohiko Ohta, Hiroyuki 

Nishikawa, Anna S. 

Sedukhina, Takayo Fukuda, 

Wenwen Wu 

Fusion Conference  

DNA Replication as 

a Source of DNA 

Damage 

2014 年10 月 国外 
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BRCA1 retention at DNA 

double-strand breaks in 

homology-directed repair 

pathways（口頭） 

Tomohiko Ohta 

International 

Symposium on 

Homeostasis 

through 

development, life, 

and diseases 

2014 年11 月 国内 

Fine-Tuning of DNA 

damage-induced ubiquitination 

supports adequate DNA repair 

pathway (ポスター） 

Kato K, Nakajima K, Nakada 

S. 

Gordon Reserch 

Conference 
2014 年 7 月 国外 

DNA 損傷依存性ユビキチン化の

精密制御による適切な DNA 修

復経路選択（口演） 

中田慎一郎 
日本癌学会学術集

会 
2014 年 9 月 国内 

DNA Damage-Induced 

Ubiquitination Affects DNA 

Repair Pathway Choice.（口演） 

Nakada S 3R Symposium 2014 年 9 月 国内 

Multiple Ubiquitination pathways 

suppress RAD51 recruitment 

through facilitating RPA S4/S8 

phosphorylation.（ポスター） 

Nakajima K, Nakada S. 
Keystone 

Symposium 
2015 年 3 月 国外 

Estrogen Receptor(ER) 陽性乳

癌における Steroid 

Sulfatase(STS) と Organic 

Anion Transporter 

Peptide(OATP)4A1 の新規バイ

オマーカーとしての可能性（ポス

ター） 

樋口徹、遠藤恵、花村徹、

郷野辰幸、丹羽俊文、山口

ゆり、堀口淳、竹吉泉、林慎

一 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会

（京都） 

2014 年 4 月 国内 

Molecular characterization of 

everolimus-resistant cell lines 

eatablished from estrogen 

depletion-resistant MCF-7.（ポ

スター） 

Kimura M, Hanamura T, 

Kaneko Y, Niwa T, 

Yamaguchi Y, Endo I, 

Hayashi S. 

AACR Annual 

Meeting 2014 (San 

Diego,USA) 

2014 年 4 月 国外 

Androgen receptor acquires an 

oncogenic role in the AI 

resistance mechanism in breast 

cancer.（口演） 

Fujii R, Hanamura T, Gohno 

T, Niwa T, Yamaguchi Y, 

Ishida T, Sasano H, Ohuchi 

N, Hayashi S. 

AACR Annual 

Meeting 2014 (San 

Diego,USA) 

2014 年 4 月 国外 

ERα遺伝子の CpG island shore 

に存在する特定のメチル化部位

がホルモン療法耐性乳癌細胞に

おける ERα発現を規定している

坪井洸樹、長友隆将、郷野

辰幸、樋口徹、丹羽俊文、

林慎一 

第 15 回ホルモンと

癌研究会（宮城）  
2014 年 7 月 国内 
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（口演） 

乳癌細胞におけるモルモン療法

耐性と癌幹細胞性（口演） 

内海加奈美、佐藤望、山口

ゆり、林慎一 

第 22 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

ER 陽性乳癌細胞株 MCF-7 にお

けるエストロゲン枯渇耐性かつ

mTOR 阻害剤耐性の分子生物

学的特徴（ポスター） 

木村万里子、金子陽介、藤

木夏、丹羽俊文、山口ゆり、

遠藤格、林慎一 

第 23 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

フルべストラント耐性乳癌細胞

株の分子生物学的特徴（ポスタ

ー） 

金子陽介、花村徹、藤井里

圭、坪井洸樹、長友隆将、

丹羽俊文、林慎一 

第 24 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

乳癌の化学療法効果におけるエ

ストロゲンレセプター蛋白発現と

活性による評価の検討（ポスタ

ー） 

徳田恵美、齊藤光江、清野

祐子、山口ゆり、林慎一 

第 25 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

ER 陽性乳癌における ER, PR, 

HER2 の mRNA 発現と臨床病理

学的因子との関連（ポスター） 

樋口徹、長友隆将、郷野辰

幸、時庭英彰、丹羽俊文、

堀口淳、小山徹也、林慎

一、竹吉泉 

第 26 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

アロマターゼ阻害剤耐性再発乳

癌症例におけるアンドロゲン受

容体関連蛋白発現の検討（ポス

ター） 

藤井里圭、鈴木貴、柴原裕

紀子、丹羽俊文、石田孝

宣、笹野公伸、大内憲明、

林慎一 

第 27 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

ホルモン感受性乳癌における 

Aromatase 非依存的 Steroid 

代謝経路の役割（ポスター） 

花村徹、丹羽俊文、遠藤

恵、郷野辰幸、山口ゆり、黒

住昌史、武井寛幸、伊藤研

一、林慎一 

第 28 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

閉経後ホルモン感受性乳癌にお

ける Androgen 代謝による

Aromatase 非依存的 ER 活性化

機構と新規治療の可能性（口

演） 

花村徹、丹羽俊文、郷野辰

幸、山口ゆり、黒住昌史、武

井寛幸、伊藤研一、林慎一 

第 23 回乳癌基礎研

究会（つくば） 
2014 年 7 月 国内 

Estrone Sulfate 依存性 

Aromatase Inhibitor 耐性ヒト乳

癌細胞株の増殖機構（口演） 

樋口徹、遠藤恵、花村徹、

郷野辰幸、丹羽俊文、山口

ゆり、堀口淳、竹吉泉、林慎

一 

第 23 回乳癌基礎研

究会（つくば） 
2014 年 7 月 国内 

乳癌細胞におけるホルモン療法

耐性と癌幹細胞性（口演） 

内海加奈美、佐藤望、伊藤

貴子、平川久、山口ゆり、林

第 15 回乳癌最新情

報カンファランス（松
2014 年 8 月 国内 



30 
 

慎一 本） 

乳癌細胞における癌幹細胞性と

ホルモン療法耐性の関係（ポス

ター） 

内海加奈美、佐藤望、伊藤

貴子、平川久、山口ゆり、林

慎一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

特異的ナノビーズを用いた細胞

膜局在型エストロゲン受容体の

解析と乳癌ホルモン療法耐性へ

の関与（ポスター） 

高信純子、丹羽俊文、鈴木

奏絵、郷野辰幸、山口ゆり、

林慎一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

ER を活性化するタバコ煙成分の

探索とホルモン療法耐性株への

影響の検討（ポスター） 

浅利陽佑、高信純子、品川

優理、丹羽俊文、平川久、

山口ゆり、林慎一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

卵巣摘出マウスにおけるホルモ

ン療法耐性乳癌の Xenograft モ

デル（口演） 

山口ゆり、木村万里子、内

海加奈美、林慎一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

フルベストラント耐性株にお け

る ERαのエピジェネティクスによ

る制御と細胞内シグナル伝達の

可塑性の関係.（ポスター） 

坪井洸樹、金子陽介、花村

徹、藤井里圭、丹羽俊文、

林慎一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

ERα転写解析によるエストロゲ

ンシグナル経路の識別の試み

（ポスター） 

唯野良介、丹羽俊文、林慎

一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

Heregulin-β1 による MCF-7 乳

癌細胞における ER/HER ファミリ

ーの発現規制と癌幹細胞様の

特性の誘導（ポスター） 

福井布美代、内海加奈美、

山口ゆり、林慎一 

第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

Efficancy of everolimus on mulｔ

iple mechanism of Al-resistance 

in virto and xenograft, and 

characterization of 

everolimus-resistance.（ポスタ

ー） 

Mariko Kimura, Toru 

hanamura, Kohki Tsuboi, Yuri 

Yamaguchi, Toshihumi Niwa, 

Itaru Endo, Shin-ichi 

Hayashi 

2014 San Antonio 

Breast Cancer 

Symposium (San 

Antonio, USA)  

2014 年12 月 国外 

乳癌におけるホルモン療法耐性

のメカニズム―基礎研究を中心

に―（口演） 

林慎一 

第 14 回関東ホルモ

ンと癌研究会（東

京） 

2014 年 2 月 国内 

アロマターゼ阻害剤耐性機序と

新規治療の可能性（口演） 
林慎一 

第 11 回日本乳癌学

会九州地方会（福

岡） 

2014 年 3 月 国内 
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ホルモン療法耐性機序（口演） 林慎一 

17th BREAST 

CANCER 

UP-TO-DATE 

Meeting（東京） 

2014 年 3 月 国内 

閉経後進行再発乳癌の治療戦

略～基礎研究より～（口演） 
林慎一 

第 10 回東北 Breast 

Cancer Workshop 

（宮城） 

2014 年 6 月 国内 

ホルモン療法耐性乳癌の分子

機構（口演） 
林慎一 

第 22 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

閉経後進行・再発乳癌における

SERD の可能性～基礎研究より

～（口演） 

林慎一 
第 23 回日本乳癌学

会学術総会（大阪） 
2014 年 7 月 国内 

ホルモン療法耐性機序 –エベロ

リムスによる乳癌治療の可能性

（口演） 

林慎一 
EAST Japan 乳癌 

Live Seminar（大宮） 
2014 年 7 月 国内 

内分泌療法耐性のメカニズム

（口演） 
林慎一 

第 52 回日本乳癌治

療学会学術集会

（横浜） 

2014 年 8 月 国内 

ホルモン療法耐性の分子生物

学と mTOR シグナル（口演） 
林慎一 

Breast Cancer 

Experts Meeting in 

郡山（郡山） 

2014 年 9 月 国内 

ホルモン療法耐性の分子機序

の理解と新規分子標的（口演） 
林慎一 

Scientific Exchange 

Meeting（東京） 
2014 年 9 月 国内 

乳癌のホルモン療法耐性のメカ

ニズムとその克服に向けて（口

演） 

林慎一 
第 73 回日本癌学会

学術総会(横浜) 
2014 年 9 月 国内 

乳癌ホルモン療法の基礎～耐

性獲得のメカニズムとその克服

に向けて（口演） 

林慎一 
新潟県乳癌学術講

演会(新潟) 
2014 年10 月 国内 

ホルモン療法耐性の分子機序

の理解と新規分子標的（口演） 
林慎一 

National SEM in 

Sapporo(札幌) 
2014 年10 月 国内 

マルチトランスフェクションプレー

トを用いた上皮性卵巣癌の新規

分子標的の探索 (ポスター) 

田中 英雄, 片岡 史夫, 野

村 弘行, 津田 浩史, 進 伸

幸, 高野 政志, 板持 広明, 

紀川 純三, 斉藤 広子, 三

木 義男, 吉村 泰典, 青木 

大輔 

第 66 回日本産科婦

人科学会学術総

会、東京(千代田区) 

2014 年 4 月 国内 
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葉状腫瘍のプロテオーム解析か

ら導いた periostin 欠乏による

decorin の細胞外放出 (ポスタ

ー) 

石場 俊之, 中西 啓, 永原 

誠, 中川 剛士, 佐藤 隆宣, 

円城寺 恩, 大野 玲, 飯田 

聡, 植竹 宏之, 杉原 健一, 

三木 義男 

第 114 回日本外科

学会定期学術集

会、京都市 

2014 年 4 月 国内 

乳癌における Maspin の過剰発

現と臨床的検討 (ポスター) 

小松 哲, 長崎 光一, 伊藤 

研一, 天野 純, 三木 義男 

第 114 回日本外科

学会定期学術集

会、京都市 

2014 年 4 月 国内 

遺伝性乳がん卵巣がん症候群

(HBOC)と遺伝カウンセリング 遺

伝性乳がん原因遺伝子の発見

から新しい治療開発への展望 

(口頭) 

三木 義男 

第 38 回日本遺伝カ

ウンセリング学会学

術集会、東大阪市 

2014 年 6 月 国内 

乳がんを読み解くために必要な

ゲノム情報の基礎 全ゲノムシ

ーケンス、RNA シーケンス、エピ

ジェネティクス等 (口頭) 

三木 義男 

第 22 回日本乳癌学

会学術総会、大阪

市 

2014 年 7 月 国内 

機能ネットワークからみた乳癌

予測因子の探索 (ポスター) 

大石 陽子, 黒田 一, 川村 

雄大, 斎藤 賢将, 野谷 啓
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く診断・治療法の開発 (口頭) 
中西 啓、三木 義男 

第 73 回日本癌学会

学術総会、横浜市 
2014 年 9 月 国内 
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epigenetically inactivated gene, 

PAMR1 in breast carcinoma.  
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Nagasawa S, Sedukhina AS, 

Nakagawa Y, Maeda I, 

Kubota M, Ohnuma S, 

Tsugawa K, Ohta T, 

Roche-Molina M, Bernal JA, 
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EMBO Rep. 2015 国外 

Rad18 and Rnf8 facilitate 

homologous recombination by 

two distinct mechanisms, 

promoting Rad51 focus 

formation and suppressing the 
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